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社協だよりきくがわ
社協（社会福祉協議会）は、みなさんと共に
「安心していきいき暮らせるまち」を考え、推進する民間団体です。

ホームページ
社会福祉法人 菊川市社会福祉協議会

菊川市社協 検索

〒439-0019 静岡県菊川市半済1865（プラザけやき内）
☎電話 0537-35-3724 　FAX 0537-35-3202 　Mail info@kiku-syakyou.or.jp
　ホームページ http://www.kiku-syakyou.or.jp/社会福祉法人 菊川市社会福祉協議会
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例えば…Bさん30代男性の場合

例えば…40代女性Aさんの場合

　菊川市社会福祉協議会では、菊川市より委託を受け、生活困
窮者自立相談支援センターとして、生活困窮状態にある方や生
活困窮状態に陥る可能性がある方の相談を行っております。
　具体的な解決方法がすぐに見つかることばかりではないです
が、生活困窮状態を解決する方法を一緒に考えていきます。

　菊川市社会福祉協議会では、菊川市より委託を受け、生活困
窮者自立相談支援センターとして、生活困窮状態にある方や生
活困窮状態に陥る可能性がある方の相談を行っております。
　具体的な解決方法がすぐに見つかることばかりではないです
が、生活困窮状態を解決する方法を一緒に考えていきます。

生活困窮者自立相談支援センターに
ご相談ください

生活福祉資金償還についての御相談も受け付けています

　令和５年１月より、生活福祉資金特例貸付の償還が開始されました。しかしながら、償還が困難な
場合もあり、社会福祉協議会や自立相談支援機関にはフォローアップ支援が求められています。
（※下記フォローアップ支援のイメージ参照）
　したがって、社会福祉協議会へ償還が困難で御相談に来られた場合には、条件が当てはまれば、償
還猶予申請を御案内しています。また、必要に応じて食糧支援や自立相談支援機関として継続したか
かわりを持ちながら自立につながるよう支援しています。

　Bさんは、新型コロナウイルスの影響により失業したため、特例貸付により、緊急小口資金・総
合支援資金を借りていました。
　償還の開始時期となっても、長期で働ける仕事がなかなか見つからず、収入が少ない状況が続い
ていたため、相談に来所されました。

　Bさんは、預貯金がほとんどなく、食料にも困ってしまっている状況であったため、フードバン
クを利用してもらい、食糧支援を行いました。
　面談の中で、Bさんは、「仕事が昔から長続きしない」と言い、安定した収入が継続して得られ
ていないことがわかりました。就労意欲はあったため、地域若者サポートステーションの支援も受
けながら、就労活動を行い、継続して働き続けられる職場を探しています。

　Aさんは、母親と二人暮らしをしていました。
　今まで、Aさんは仕事をしており、自分の収入は自分の必要な買い物に使っていました。
　自宅にかかる光熱水費等は、母親が支払っていました。
　しかし、母親が認知症を患い、介護が必要な状態になってしまい、お金の管理ができなくなって
しまいました。
　したがって、Aさんが、自宅の光熱水費等やりくりを考えなくてはいけなくなってしまいまし
た。
　また、Aさんは、仕事を辞めてしまい、限られた収入でやりくりをしていかなければならなくな
りました。

　Aさんと面談を行い、光熱水費等の毎月必要な金額を一緒に確認をするところから始めました。
　Aさんは、元々お金のやりくりが苦手とのことだったため、相談と併せて、家計改善事業も利用
してもらい、収支の確認を細かく計算し、滞納してしまわないように母親の収入も含めて二人のお
金でどうやりくりできるかを一緒に考えていくことになりました。

問合せ：菊川市生活困窮者自立相談支援センター（菊川市社会福祉協議会）
　　　　菊川市半済1865
　　　　☎0537-35-3724
※その他、失業等で家賃の支払いにお困りの場合は、住居確保給付金（家賃の助成制度）がご利用になれる
場合があります。住居確保給付金の詳細は、菊川市役所福祉課（☎0537-37-1251）へ直接お問合せくだ
さい。
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皆さんを誘って楽しみを共有したい

伊
い と う

藤 幸
ゆ き じ

次さん（自治会名：青葉台１丁目）

　Ｑ　　　 現在の活動について教えてください。 
　2007年に静岡市から菊川市に来ました。菊川は本当に良いとこ
ろで、交通の便も良く、親切な方が多いです。歩道が広く、ウォー
キングするにはもってこいで特に川べりを歩くのが好きです。健康
づくり課から引き継いでつくった「地元を歩こう会」や私が会長を
している「菊川市歩こう会」に2009年から参加しています。「地元
を歩こう会」は毎月平日４～５㎞のコースを歩きます。「菊川市歩こ
う会」は毎月休日に10㎞～13㎞歩きます。現在は２つの会はアプロス菊川の
サークルに入っています。この会のおかげで健康でいられると思います。
　2008年に小笠朗読の会に入会し、年に１回中央公民館の多目的ホールで発
表会を行っています。発表会では60分程の作品を、会員５～６人で分読します。
　小中学校の読み聞かせボランティアも妻と一緒に12年間続けています。市内
の小中学校に行き、朝の読書時間に行っています。読み聞かせをすると子ども
たちが反応をしてくれるのが嬉しいです。子どもたちと接すると元気をもらえ
ます。

　Ｑ　　　 活動して楽しいことや印象に残っていることがあったら教えてください。 
　ウォーキングが好きで菊川の川べりをよく歩きます。引っ越し前の清水区では想像できない程
の恵まれたウォーキングコースに感動しました。でも、ゴミの多さ、特にタバコの吸い殻の多さ
にショックを感じ、１年半、週１ペースでゴミ拾いをし、テーブルに吸い殻入れを設置し呼びか
けを行った結果、吸い殻がなくなりました。

　Ｑ　　　 趣味や楽しみなことは何ですか。 
　カラオケを楽しんでいます。市内のゆうゆう歌謡へも加入するようになり、年１回の発表会に参
加しています。
　旅行に行くのも趣味で海外や国内旅行を楽しみました。ハワイに行ったときはホノルルマラソン
にも参加し、完走できたことが嬉しかったです。
　住んでいる地域の方とのゴルフ会、卓球クラブ、スポンジテニスの会にも入会していました。こ
れらの活動は女性が多く、皆さん元気で話題が豊富なので、地元に知り合いの少なかった私たち夫
婦には貴重な仲間でした。仲間のみんなから明るさと元気をいただき毎日を楽しく過ごすことが出
来ていると感謝しています。

　Ｑ　　　 これからの目標や、やってみたいことがあったら教えてください。 
　1960年から毎日、日記を書いてきましたが、85歳まで続けることが今の目標です。
　毎日出来るだけ皆さんと明るく話せる機会を持ち、人との関わり合いをずっと続けていきたいと
思います。

菊川市歩こう会　薩埵峠から富士山を仰ぐ

小笠朗読会　発表会

第139回

※皆さんのお近くで笑顔輝いている方がいらっしゃいましたら社会福祉協議会へご紹介ください。
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　メンバーは、民生児童委員・民生児童委員OB・健康づくり推進委員、部長・副会長・オブザーバー
の総勢31名で構成され、サポーターの会として毎月１回、社協担当者と共に行事予定の打ち合わせ
や健康体操などを、和気あいあいと行っています。
　本年度の活動として、①地域見守りマップ作成、②お元気会（地域高齢者とゲームや小旅行など）
③健康づくり推進委員による講座、④菊川市長による講演会、⑤サポーター小旅行、⑥地の神様作り、
⑦鬼のお面・衣装作り、⑧手作りの衣装とお面を付けて行う節分会（コロナ禍ということで、ドラ
イブスルーでお菓子を配布）を行いました。

みねだ健康福祉部会（みねだ地域づくり協議会）

お元気会でのゲームの様子

節分会（ドライブスルー）の様子

菊川市長講演会

地の神様作り

施設や団体の紹介コーナー
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いただいた助成金は、クリスマス会にて利用者さんのために使わせていただき、皆さん笑顔が
あふれ楽しいひと時を過ごすことができ、有意義なクリスマス会となりました。
　クリスマス会を充実し
たものに出来たのも、ひ
とえに皆様の温かいご支
援のおかげと心より感謝
申し上げます。

浄 財 寄 附 二村俊廣、小田清久　他匿名２件
浄財・マスク 元気サロン「おせっかいの会」
物 品 常葉大学附属菊川中高等学校、菊川市花の会

リョービ社会貢献基金、明るい社会づくり運動菊川地区協議会
静岡県退職公務員連盟、渋谷初喜、資生堂、横浜植木職員

玄米・精米・食料品、日用品等多数窓口にお持ちいただきました。

ご寄附ありがとうございます

　歳末たすけあい運動は、新たな年を迎える時期に、経済的に支援を必要とする方などに寄付金を
配分する助け合いの活動です。歳末たすけあい募金を活用して、支援を必要とされる方々への見舞
金としてお渡ししました。
　また、市内６つの就労継続Ｂ型支援事業所へ助成しました。皆様からの温かいお気持ちに感謝い
たします。ありがとうございました。

助成総額 1,306,500円

配分金を活用した就労継続B型事業所
ジョブステーションしずおか、やすらぎの郷、草笛共同作業所、

り～どくさぶえ、きくがわ作業所、工房オアシス

歳末たすけあい配分事業を行いました ～温かい気持ちありがとうございました～

（敬称略、順不同）

退職公務員連盟おせっかいの会

ありがとうメッセージ～草笛共同作業所・り～どくさぶえ～

「みなさまへのご報告」
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　１月17日(火)、25日(水)に福祉有償運送事業の運転者と
して登録して頂いている方を対象にした現任研修を実施し
ました。この研修は１年に一度実施しているもので、運転
者の皆さんに改めて運転をする上での気を付けることなど
を学んで頂いています。
　講師はＪＡＦ静岡支部の方にお越し頂き、交通事故が発
生する原因や、車の死角は意外と多いこと、ながらスマホ
の危険性についてなど、様々な視点でお話していただきました。今後も交通事故ゼロを継続できる様、
運転者の皆様のご協力をお願いいたします。

福祉有償運送事業　運転者現任研修を実施しました

赤い羽根共同募金　地域福祉活動支援助成を受けて活動しています
菊川おもちゃ図書館「あそぼ」
　障がいのある子がおもちゃ遊びを通して、
地域の人たちとふれあったり交流できるよう、
毎月一回菊川児童館内で、おもちゃ図書館を
開館しています。親同士の交流を図り、子育
ての相談ができたり不安が少しでも軽減でき
るようにと、ボランティアで運営しています。
子どもたちにとって、ボランティアとおも
ちゃで楽しく遊ぶことが、コミュニケーショ
ン機能の発達や心身の成長に大きな影響を及
ぼします。助成金は、おもちゃの購入や行事費として活用させていただいています。皆様のご協力
に心より感謝申し上げます。これからも、おもちゃを通して地域の人たちに障がいのある子どもた
ちのことを知ってもらえるように活動を続けていきたいと思います。

ボランティア活動保険のご案内
　ボランティア活動中の様々な事故によるケガや賠償責任を補償します。
　※特定感染症重点プランが昨年度から新設されました。
※1新規加入の場合、従来の補償プランでは補償開始日から10日以内に発病した特定感染症については補償の対象
となりませんでしたが、補償開始日から補償の対象となるプランです。
  加入対象者  ボランティア個人又はボランティアグループ、団体（NPO法人他）
  対象となる活動  自発的な意思により他人や社会に貢献する無償のボランティア活動
  保険料  基本プラン：３５０円
	 特定感染症重点プラン：５５０円
	 天災・地震プラン：５００円（地震、噴火、津波に起因する死傷も保障）
  補償期間  令和５年４月１日以降、加入日から令和６年３月３１日まで
	 令和５年度の加入受付を開始しています。お早めにご加入ください。
	 ※各種行事における様々な事故に対する備えとして、ボランティア行事用保険もあります。
  申込・問合せ  菊川市社会福祉協議会　☎35-3724

ボランティアの広場
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相 談 窓 口

 開催日時   令和５年３月27日（月）　13：30～16：00
 会    場   プラザけやき　１階　福祉団体室
 問合わせ   地域若者サポートステーションかけがわ　☎0537-61-0755
 受付時間   月・火・金曜日9：00～17：00、水曜日9：00～19：00
 第2土曜日9：00～17：00

働くことに悩みを抱える方の出張相談会を開催します

　ご家族同士が和やかに交流できる場所です。はじめての方も
お気軽にご参加ください。内容は計画中です。
 開 催 日 時  　令和５年３月26日（日）13：30～15：00
 会 　 場  　六郷地区センター　研修室
 問 合 わ せ  　菊川市社会福祉協議会
 ☎35-3724・090-8321-0438

ひきこもりに関する家族交流会を開催します

※新型コロナウイルスの感染拡大を防ぐため、中止になることがあります。開催につきましては、菊川市社会福祉協議会☎35-3724にお問い合わせください。

福 祉 総 合 相 談 日時　月～金曜日　8：15～17：00
心 配 ご と 相 談 日時　3月1日(水)9：00～12：00　3月15日(水)13：00～16：00

会場　プラザけやき
日時　3月6日(月)13：00～16：00　3月20日(月)9：00～12：00
会場　中央公民館　第2会議室

ひきこもり・不登校相談 日時　月～金曜日　8：15～17：00
会場　プラザけやき　　予約電話　090-8321-0438

生活困窮者自立相談 日時　月～金曜日　8：15～17：00
結 婚 相 談 日時　3月3日(金)18：00～21：00（受付20:00まで）

3月19日(日)9：00～12：00（受付11:00まで）
会場　プラザけやき　※初めての方は、写真と印鑑をご持参ください。

子 育 て 相 談 日時　火～土曜日9：00～16：30
会場　きくがわ子育て支援センター　☎37-1135

おがさ子育て支援センター　  ☎73-5698

　菊川市内では10年以上前から交通弱者の問題が把握され、菊川市社会
福祉協議会でも平成24年度から福祉有償運送事業の展開に取り組んでき
ました。令和2年からは住民の要望に応えるため対象地域を拡大していま
すが、事業拡大により資金が不足しています。今後も交通弱者への移動
支援事業を継続していくため、皆さまからの応援をお待ちしています。
 期 間  　令和5年1月1日（日）～3月31日（金）
 寄付の方法  　①郵便振替
 　（社会福祉協議会窓口にて
 　「払込取扱票」をお渡しします）
 ②インターネット

「課題解決プロジェクト募金」あなたが支える移動支援サービス

↑QRコードからも
申し込めます

通院や買い物で利用して
いるけどありがたいし助
かってるよ。運転手さんも
みなさんとても親切だよ。

各 種 事 業  募 集
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